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ス ケ ー ル も 、 感 動 も 。 今 年 も 熱 い 長 岡 の 夏 。

NAGAOKA SUMMER FESTIVAL

長
岡
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公
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ウ
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長
岡
花
火
の
見
ど
こ
ろ

直
径
9
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、重
さ
30
0
キ
ロ
。こ
の
巨
大
な

玉
が
60
0
メ
ー
ト
ル
上
空
ま
で
打
ち
上
げ
ら
れ
、直
径
65
0

メ
ー
ト
ル
も
の
大
輪
に
広
が
り
ま
す
。使
用
す
る
火
薬
の
量

は
80
キ
ロ
で
、現
在
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
最
大
重
量
。

長
岡
花
火
の
総
合
技
術
の
粋
を
集
結
し
た
傑
作
。

正
三
尺
玉（
三
十
号
） 花
火

信
濃
川
に
架
か
る
長
生
橋
と
大
手
大
橋
そ
れ
ぞ
れ
に
延
長

65
0
メ
ー
ト
ル
も
の
花
火
を
仕
掛
け
ま
す
。大
瀑
布
が
川
面

に
流
れ
落
ち
る
さ
ま
は
、ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
再
現
す
る
超
豪

華
版
の
仕
掛
け
花
火
と
し
て
高
い
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。８

月
２
日
、３
日
で
合
計
４
台
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

ナ
イ
ア
ガ
ラ

昭
和
61
年
市
制
施
行
80
周
年
を
記
念
し
て
誕
生
し
た
名
物

花
火
で
、ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
方
式
に
よ
り
約
１
秒
間
隔
で
十

号
玉
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

米
百
俵
花
火
・
尺
玉
10
0
連
発

平
成
10
年
に
、よ
り
一
層
趣
向
を
凝
ら
し
た
豪
華
な
花
火
が

誕
生
。名
称
は
、同
年
市
民
等
か
ら
の
公
募
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

数
か
所
か
ら
同
時
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、斜
め
の
打
上
げ
、横
の

広
が
り
、縦
の
高
さ
な
ど
、他
と
は
ひ
と
味
違
う「
ミ
ラ
ク
ル
」

な
世
界
へ
皆
様
を
い
ざ
な
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

ミ
ラ
ク
ル
ス
タ
ー
マ
イ
ン

平
成
16
年
10
月
23
日
に
発
生
し
た
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
祈
り
を
込
め
て
誕
生
。開
花
幅
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ

ぶ
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
超
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
、黄
金
の
不
死
鳥
が
連
な
っ
て
空
高
く
舞
い
上
が
り
ま
す
。全
国
の
皆
様
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
全
国
の
被
災
地
へ
の
勇
気
、世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
、打
ち
上
げ
ま
す
。

復
興
祈
願
花
火
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」の
放
送
を
記

念
し
て
平
成
20
年
か
ら
登
場
し
ま
し

た
。長
岡
ゆ
か
り
の
武
将
、直
江
兼
続

の
生
涯
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
く
芸

術
性
の
高
い
テ
ー
マ
花
火
で
す
。最
大

９
か
所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
天
地
人

花
火
は
、夏
の
夜
空
を
光
り
で
埋
め
尽

く
し
ま
す
。

「
天
地
人
花
火
」

長
岡
花
火
を
題
材
に
し
た
映
画「
こ
の

空
の
花
－
長
岡
花
火
物
語
」の
上
映
を

記
念
し
て
平
成
24
年
に
打
ち
上
げ
ま

し
た
。長
岡
市
民
の
熱
い
想
い
を
の
せ

た
平
和
を
願
う
色
と
り
ど
り
の
花
が
、

映
画
の
主
題
曲
に
あ
わ
せ
夜
空
い
っ

ぱ
い
満
開
に
な
り
ま
す
。

花
火
「
こ
の
空
の
花
」

平
成
27
年
に
市
町
村
合
併
10
周
年

を
記
念
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
夫
婦
で

長
年
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
音
楽
家
の

宇
崎
竜
童
さ
ん
と
作
詞
家
の
阿
木
燿

子
さ
ん
が
作
曲
し
た
曲
に
合
わ
せ
て
花

火
が
打
ち
上
が
り
、
市
民
の
想
い
を

一
つ
に
し
ま
す
。

花
火
「
故
郷
は
ひ
と
つ
」

平
成
８
年
市
制
施
行
9
0
周
年
を
記
念
し
て
打
ち
上
げ
。５
か

所
か
ら
同
時
に
打
ち
上
げ
る
色
彩
鮮
や
か
な
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ

イ
ン
は
迫
力
あ
る
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
す
。

ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン

※
 　
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
付
ス
タ
ー
マ
イ
ン

♪

♪

♪

♪

♪
♪
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頭
上
で
開
く
大
輪
の
華
、

そ
の
光
は
長
岡
の
復
興
・
平
和
の
象
徴

10
0
万
人
が
心
を
奮
わ
す
長
岡
の
夏
の
代
名
詞

広
大
な
信
濃
川
河
川
敷
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
大
花
火
大
会

　
昭
和
20
年
８
月
１
日
午
後
10
時
30
分
。長
岡
の
市
街
地
に
B
29
大
型
爆
撃
機
が
来
襲
し
ま
し

た
。爆
撃
は
１
時
間
40
分
間
に
も
渡
り
、市
街
地
の
約
８
割
が
焼
き
つ
く
さ
れ
、燃
え
盛
る
炎
の
中
に

1,
48
0
余
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
岡
空
襲
か
ら
１
年
後
の
昭
和
21
年
８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
の
が
、長
岡
ま
つ
り
の
前
身
の「
長

岡
復
興
祭
」で
す
。こ
の
祭
り
は
長
岡
市
民
の
心
を
慰
め
、ま
ち
を
復
興
へ
と
奮
起
す
る
も
の
と
な
り
、

こ
れ
が「
長
岡
ま
つ
り
」と
名
前
を
変
え
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
長
岡
の
花
火
大
会
は
、明
治
12
年
千
手
町
八
幡
様
の
祭
り
で
35
0
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、長
岡
花
火
の
技
術
の
向
上
や
新
し
い
花
火
の
開
発
が
進
み
、

大
正
６
年
に
は
二
尺
玉
、1
5
年
に
は
正
三
尺
玉
が
登
場
。昭
和
の
初
期
に
は
長
岡
花
火
は
全
国
に
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
花
火
大
会
は
中
止
に
。

　
そ
し
て
、花
火
大
会
は
昭
和
22
年
の「
長
岡
復
興
祭
」で
空
襲
の
犠
牲
者
へ
の
慰
霊
と
復
興
に
立

ち
上
が
る
人
々
を
勇
気
づ
け
る
た
め
復
活
。昭
和
26
年
に
は「
長
岡
ま
つ
り
」と
名
称
を
改
め
、正
三

尺
玉
の
打
ち
上
げ
を
復
活
し
ま
し
た
。

　
長
岡
花
火
に
は
長
岡
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
方
へ
の
慰
霊
、復
興
に
尽
力
さ
れ
た
先
人
へ
の
感
謝
、

恒
久
平
和
へ
の
願
い
な
ど
、長
岡
市
民
の
特
別
な
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
ま
つ
り
の
は
じ
ま
り

　
長
岡
市
で
は
、８
月
１
日
は
、長
岡
空
襲
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
悼
み
、戦
争
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、平
和
の
尊
さ
を
次
代
に
伝
え
、広
く
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る「
恒
久
平
和
の
日
」。

こ
の
願
い
を
込
め
た
行
事
を
市
内
各
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
長
岡
ま
つ
り
を
華
や
か
に
ス
タ
ー
ト
す
る
１
日
の「
前
夜
祭
」は
、平
成
30
年
か
ら「
平
和
祭
」へ
と

名
称
を
変
更
し
、市
民
の
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

慰
霊
と
平
和
へ
の
願
い

歴
史
と
伝
統
の
長
岡
花
火

　
長
岡
ま
つ
り
で
は
、昭
和
20
年
８
月
１
日
に
長
岡
空
襲
の
始
ま
っ
た
同

じ
時
刻
、午
後
10
時
30
分
に
白
一
色
の
尺
玉
の
花
火
３
発
を
打
ち
上

げ
、市
内
の
寺
院
で
は
、慰
霊
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
８
月
２
日
、３
日
の
大
花
火
大
会
で
も
冒
頭
で
、慰
霊
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
す
。

慰
霊
の
花
火
打
上
げ

１
日
 平
和
祭
  

２
日
 昼
 ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
 夜
 大
花
火
大
会

３
日
 昼
 わ
ん
ぱ
く
お
ま
つ
り
広
場

　
　
 夜
 大
花
火
大
会

平
和
関
連
行
事

平
和
の
森
コ
ン
サ
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ト
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踊
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流
し

と
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う
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◎
平
和
祭
、昼
行
事
は
大
手
通
り
周
辺

◎
大
花
火
大
会
は
信
濃
川
河
川
敷（
長
生
橋
下
流
）

1日

7月
31
日

8月
1日

2日 3日

悠
久
太
鼓
／
パ
レ
ー
ド
／
大
民
踊
流
し
／
越
後
長
岡
慰
霊
神
輿
渡
御

※
前
夜
祭
か
ら
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

平
和
祭
、昼
行
事

灯
籠
流
し

花
火
打
上
げ
場
所


